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北上市男女共同参画と多様性社会に関するアンケート調査票 
 
※本アンケートは必ず封筒に宛名が記載されている方がご回答ください。 

 
Ａ．ご回答される方ご自身についてうかがいます。あてはまるものの（ ）に○をご記入ください。

また、その他の項目には回答をそのままご記入ください。 

Ａ１ あなたの性別は？ 

（   ）男性   （   ）女性 
※本調査では、回答結果を統計的に分析するために性別の選択肢を二択としています。答える際は、あなたの認識に

もっとも近い性別でお答えください。自認する性別がどちらでもない方は、住民登録上の性別をお答えください。 

Ａ２ あなたの年代は？ 

（  ）10 歳代   （  ）20 歳代  （  ）30 歳代   

（  ）40 歳代   （  ）50 歳代  （  ）60 歳以上 

Ａ３ あなたの世帯構成は？ ※配偶者は内縁のパートナーを含む 

（  ）単身世帯   （  ）配偶者と２人暮らし   （  ）二世代世帯（親と子） 

（  ）三世代世帯（親と子と孫）  （  ）その他【               】 

※世帯の状況をうかがいます。下記にもご記入ください。 

Ａ３－１ 自身を含め、６５歳以上の方はいますか？ 

（  ）いる  （  ）いない 

Ａ３－２ 自身を含め、日常生活に介助や介護を必要としている人はいますか？ 

（  ）いる［同居］   （  ）いる［別居］   

（  ）現在はいないが、過去に介護経験がある  （  ）いない 

Ａ３－３ 自身を含め、18 歳以下の方はいますか？ 

（  ）いる  （  ）いない 

18 歳以下の方がいる方は、あてはまるもの全てに〇をご記入ください。 

（  ）３歳未満  （  ）３歳以上未就学児 （  ）小学生 （  ）中学生  

（  ）高校生   （  ）その他【                 】 

Ａ４ あなたの主な職業は？ 

（  ）会社員    （  ）会社経営   （  ）公務員・団体職員 

（  ）自営業（農林水産業）        （  ）自営業（農林水産業以外） 

（  ）パート、派遣社員、内職、アルバイト （  ）専業主婦[主夫]   

（  ）学生     （  ）無職     （  ）その他【           】 

Ａ５ 市内に通勤または通学をしていますか？ 

（※上記質問（Ａ４）で専業主婦［主夫］・無職を選択した方はＡ６へ）   

（  ）市内に通勤・通学している  （   ）市外に通勤・通学している 

Ａ６ 配偶者の働き方は？ ※配偶者は内縁のパートナーを含む 

（  ）配偶者がいない・同居していない   （   ）同じ職場に勤務 

（  ）フルタイムで別の職場に勤務     （   ）パートタイムで別の職場に勤務 

（  ）専業主婦［主夫］ （  ）学生 （  ）無職 （  ）その他【      】 

Ａ７ あなたの北上市の在住年数は？ 

（  ）１年未満      （  ）１年以上３年未満    （  ）３年以上５年未満  

（  ）５年以上１０年未満 （  ）１０年以上２０年未満  （  ）２０年以上 

   在住年数が５年未満の方は、直前にお住まいであった地域を教えてください。 

（  ）岩手県内（北上市以外）  （  ）岩手県外  （  ）日本国外 
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Ｂ．本調査では、あなたが知っていることやその認識についてうかがいます。あなたは次の事項を知ってい

ますか。また、あなたの周囲（家族・地域・職場等）では、それに当てはまる方がいますか。知ってい

るか（１～３）、周囲にいるか（Ａ～Ｃ）それぞれに対しあてはまるもの１つに〇をしてください。 

事項 

知っているか 当てはまる人が周囲にいるか 

知って 
いる 

聞いたこ
とはある
が内容は
知らない 

知らない 
周囲に 
いる 

周囲に 
いない 

わから 
ない 

1: 発達障がい ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

2: 外国人技能実習生 ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

3: ＬＧＢＴ ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

4: ダブルケア ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

5: 認知症 ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

 

Ｃ．市内には、国籍や障がい、そしてライフステージ等において、さまざまな方が住んでいます。あなたの

周囲（地域・職場等）は次の人にとって「暮らしやすい」と思いますか。あなたが日常生活している中

でのイメージ・認識として、それぞれの項目に対し最もあてはまるもの１つに〇をしてください。 

事項 暮らしやすい 
やや 

暮らしやすい 
やや 

暮らしにくい 
暮らしにくい 

1: 知覚に障がいのある人 
（目が見えない、耳が聞こえない等） 

４ ３ ２ １ 

2: 身体を動かすことに障がいのある人 
（歩くことが難しい等） 

４ ３ ２ １ 

3: 発達等の障がいで学ぶこと・働く 
ことに制約のある人 

４ ３ ２ １ 

4: 外国籍・外国出身の人 ４ ３ ２ １ 

5: 日本語を読むことが難しい人 ４ ３ ２ １ 

6: ＬＧＢＴ（※） ４ ３ ２ １ 

7: 妊婦とその家族 ４ ３ ２ １ 

8: 乳幼児がいる家族 ４ ３ ２ １ 

9: 介護が必要な人がいる家族 ４ ３ ２ １ 

 
※「LGBT」とは、レズビアン（女性として女性が好きな人）、ゲイ（男性として男性が好きな人）、バイセクシュアル（男性

も女性も好きになる人）、トランスジェンダ－（生まれた時の（戸籍や出生届での）性別とは異なる性を自認する人）の英
語の頭文字をとった言葉です。「性的少数者」には、LGBT 以外にも、誰に対しても性愛感情を抱かない人や、自分自身の
性を決められない・わからない、などさまざまな人がいます。 

 

Ｄ．あなた自身またはあなたの周囲（家庭・地域・職場等）における認識についてうかがいます。それぞ

れの項目に対し最もあてはまるもの１つに〇をしてください ※設問は次ページに続きます。 

1:あなたは家庭において家事な
どを行っていますか 

十分行っている  
行っているが 
十分ではない 

行いたいと思ってい
るが、実際には行っ

ていない 

行いたいと思って
いないし、実際に
行っていない 

2:あなたは家庭において子育て
を行っていますか 

その状況
にない 

十分 
行っている  

行っているが 
十分ではない 

行いたいと思って
いるが、実際には
行っていない 

行いたいと思って
いないし、実際に
行っていない 

3:あなたは家庭において介護を
行っていますか 

その状況
にない 

十分 
行っている  

行っているが 
十分ではない 

行いたいと思って
いるが、実際には
行っていない 

行いたいと思って
いないし、実際に
行っていない 
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4:「夫は外で働き、妻は家庭を守
るべきである」という考え方に
ついてどう思いますか 

賛成 
どちらかと 
いえば賛成 

どちらかと 
いえば反対 

反対 わからない 

5:日本の男女平等度が世界 153
カ国中 121 位と史上最低であ
ることに対し、どう感じますか 

 ※2019 年世界経済フォーラムの調査 

そのとおりだ
と感じる 

どちらかと 
いえば 

そのとおりだ
と感じる 

どちらかと 
いえば 

そのようには 
感じない 

そのようには 
感じない 

興味・関心 
がない 

6:あなたの周囲で女性の能力は
十分活用されていると思いま
すか 

そう思う 
どちらかと 
いえばそう 
思う 

どちらとも 
いえない 

どちらかと 
いえばそう 
思わない 

そう 
思わない 

 

Ｅ．あなたの周囲での地域活動（自治会・ボランティア活動・趣味等のサークル等）において、次の項目

で性別による差が生じていると感じますか。それぞれの項目に対し最もあてはまるもの１つに〇をし

てください。 

1:様々な地域活動への参加のし
やすさ 

男性が 

優位 

やや男性が 

優位 

性差は 

ない 

やや女性 

が優位 

女性 

が優位 

2:地域活動での重要事項の決定 
男性が 

優位 

やや男性が 

優位 

性差は 

ない 

やや女性 

が優位 

女性 

が優位 

 

F．あなたの職場の状況についてうかがいます。※無職・専業主婦［主夫］・学生の方は設問 H へ 

 F－１ あなたの所属する事業所・法人等の規模で最もあてはまるもの１つに〇をしてください。 

家族のみ ５人以下 
６人～ 
１０人 

１１人 
～３０人 

３１人 
～５０人 

５１人 
～１００人 

１０１人 
以上 

 F－２ あなたの所属する職場・事業所・法人等は次の項目で性別による差が生じていると感じますか。 

あなたの認識として、それぞれの項目に対し最もあてはまるもの１つに〇をしてください。 

1: 業務での重要事項の決定 
男性が 

優位 

やや男性が 

優位 

性差は 

ない 

やや女性 

が優位 

女性 

が優位 

2: 賃金 
男性が 

優位 

やや男性が 

優位 

性差は 

ない 

やや女性 

が優位 

女性 

が優位 

3: 休暇制度の利用しやすさ 
男性が 

優位 

やや男性が 

優位 

性差は 

ない 

やや女性 

が優位 

女性 

が優位 

4: 昇進・人事評価 
男性が 

優位 

やや男性が 

優位 

性差は 

ない 

やや女性 

が優位 

女性 

が優位 

F－３ あなたの所属する職場・事業所・法人等では、次の制度がありますか。また活用されていますか。

それぞれの項目に対し最もあてはまるもの１つに〇をしてください。 

1: 育児休暇 
積極的に 
活用されている 

制度が使える 
状況である 

制度はあるが 
使いにくい 

制度がない わからない 

2: 介護休暇 
積極的に 
活用されている 

制度が使える 
状況である 

制度はあるが 
使いにくい 

制度がない わからない 

3: 時短勤務制度 
積極的に 
活用されている 

制度が使える 
状況である 

制度はあるが 
使いにくい 

制度がない わからない 

4: フレックスタイム 
積極的に 
活用されている 

制度が使える 
状況である 

制度はあるが 
使いにくい 

制度がない わからない 

5: テレワーク・在宅勤務 
積極的に 
活用されている 

制度が使える 
状況である 

制度はあるが 
使いにくい 

制度がない わからない 

6: 副業・兼業制度 
積極的に 
活用されている 

制度が使える 
状況である 

制度はあるが 
使いにくい 

制度がない わからない 

 F－４ あなたの所属する事業所・法人等には外国籍の方はいますか？ 

いる 
過去はいたが 

今はいない 
いない わからない 
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 F－５ あなたの所属する職場・事業所・法人等は次の項目で国籍による差が生じていると感じますか。 

また、今は外国籍の人がいなくても将来外国籍の人が職場に入った場合、差が生じると思いますか。 

それぞれの項目に対し最もあてはまるもの１つに〇をしてください。 

1: 業務での重要事項の決定 
日本人が 

優位 

やや日本人が

優位 

国籍の差は 

ない 

やや外国人 

が優位 

外国人 

が優位 

2: 賃金 
日本人が 

優位 

やや日本人が

優位 

国籍の差は 

ない 

やや外国人 

が優位 

外国人 

が優位 

3: 昇進・人事評価 
日本人が 

優位 

やや日本人が

優位 

国籍の差は 

ない 

やや外国人 

が優位 

外国人 

が優位 

 

G．あなたの日常生活における、【仕事】【家庭生活】【地域・個人の生活】の優先度についてうかがいま

す。希望する優先度と、実際の優先度のそれぞれに対しあてはまるもの１つに〇をしてください。 

1: 希望 【仕事】を優先 
どちらかといえば
【仕事】を優先 

同じように両立 

どちらかといえば
【家庭】 

【地域・個人等】
を優先 

【家庭】 
【地域・個人等】

を優先 

2: 現実 【仕事】を優先 
どちらかといえば
【仕事】を優先 

同じように両立 

どちらかといえば
【家庭】 

【地域・個人等】
を優先 

【家庭】 
【地域・個人等】

を優先 

 

※ここからは全員がお答えください。 

H．次の事項について、あなたの周囲（家庭・地域・職場等）で生じていますか。また、それぞれの事項にお

ける行政・民間の相談窓口をご存じですか。周囲で生じているか（１～３）、相談窓口を知っているか（Ａ

～Ｃ）それぞれに対しあてはまるもの１つに〇をしてください。 

事項 

周囲で生じているか 相談窓口を知っているか 

生じて 
いる 

生じて 
いない 

この用語を 
知らない 

知っている 
知らない 使ったこ

とがある 
使ったこ
とはない 

1: ドメスティックバイオレンス 
（DV） 

３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

2: デートＤＶ ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

3: 児童虐待 
（身体的・心理的・ネグレクト等） 

３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

4: 高齢者虐待 ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

5: 障がい者虐待 ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

6: パワーハラスメント ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

7: セクシャルハラスメント ３ ２ １ Ａ Ｂ Ｃ 

※相談窓口は「アンケート調査のお願い」裏面に記載しておりますので後ほどご覧ください。 

 

I．その他、本アンケートの内容や今後の男女共同参画と多様性社会の推進に向けたご意見等がありました

らご記入ください。（自由記載）※欄が不足する場合は別紙（様式は自由）に記入し、同封してください。 

 

ご協力ありがとうございました。 
アンケート調査はこれで終了です。本票は返信用封筒に入れ、２月２８日（金）までにご投函ください。 

本調査の回答のために、貴重なお時間を割いていただき、誠にありがとうございました。 

- 北上市 –



 

                           

市男女共同参画と多様性社会に関する  

アンケート調査のお願い 

 
2020年１月  北上市  

 
北上市では、「北上市男女共同参画と多様性社会を推進する条例」を制定し、誰もが多

様性を認め合い、いきいきと自分らしく暮らせるまちづくりを進めています。  
 
このアンケートは、同条例に基づき、市民のみなさまの認識や経験をたずね、それらが

どのように関連しあっているのかを分析し、施策に反映させることを目的としています。 
 
つきましては、ご多用のところ恐れ入りますが、【A郵送】か【Bインターネット】のど

ちらか一方で、令和２年２月28日(金)までに回答いただきますようお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒 

・・・回答方法・・・  

A 郵送  

1. アンケート用紙  

に記入する。  

2. 同封の返信用封筒に  

入れる。  

3. 切手を貼らずに  

ポストに投函する。  
 

B インターネット  

北上市公式ホームページから回答する。  
 
【リンク先】  

https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/sos
hikikarasagasu/chiikidukurika/chiikikyodog
akari/3_1/15040.html  
 

スマートフォンをお持ちの方は、下記の

QRコードから回答ページに入れます。  

アンケートに関するお問い合わせ先  

北上市まちづくり部地域づくり課地域協働係  

📞電話：0197-72-8300 📠ファクス：0197-63-3121 

📧メール：chiiki@city.kitakami.iwate.jp 

アンケートに関するご案内のホームページはこちら  
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/soshikikarasagasu/c
hiikidukurika/chiikikyodogakari/3_1/15036.html  

※アンケート中の用語解説や相談窓口なども掲載しております。  

※封筒に氏名・住所  
を書かないでくだ  
さい。  

【リンク先】  

mailto:chiiki@city.kitakami.iwate.jp


 

                           

・・・ご回答にあたってのお願い・・・  

①  このアンケートは、封筒に宛名が記載されている方がご回答ください。ご本人が書くこと

が難しい場合は、身近な方がご本人の意見を聞きながらご記入ください。  

②  調査票や返信用封筒に、氏名や住所などの個人を特定できる情報は記載しないでください。 

③  郵送で回答される場合は、調査票に直接ボールペン、鉛筆等でお書きください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事項  相談先  

ドメスティックバイオレンス

（DV）  

デートDV 

岩手県男女共同参画センターDV 相談  

📞019-606-1762 

北上市子育て支援課（婦人相談）  

月～金📞0197-64-7573 

児童虐待  

児童相談所全国共通３桁ダイヤル  

📞１８９（いちはやく）※365日24時間対応  

北上市子育て支援課  家庭児童相談室  

月～金📞0197-64-7574 

高齢者虐待  
北上市長寿介護課  高齢福祉係  

月～金📞0197-72-8217 

障がい者虐待  
北上市福祉課  障がい福祉係  

月～金📞0197-72-8214 

パワーハラスメント  

セクシャルハラスメント  

岩手労働局  

📞0120-980-783（職場の悩み相談）  

 

 

この調査は、市民1,200人を対象としており、対象者は無作為に選ば

せていただきました。また、調査の結果は、全て統計的に処理するもの

で、この調査の目的以外に使用することはありません。  

アンケート中（設問 H）の事項に関連する相談窓口については、  

次のとおりです。  

～ 参 考 ～ 

※  いずれも、命にかかわると思われる場合は至急、警察 110 番へご相談ください。  
※  相談時間やその他の相談先など、詳しくはアンケートに関するご案内のホームペー

ジ（表面下部）からご覧いただけます。  


